
んんんんんんん￥」    
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晴 

釣 

雨 

読 (

せ
い
ち
ょ
う
う
ど
く) 

先
月
、
会
津
物
語
『
食
文
化
つ
な
ぐ
ご

ち
そ
う
』
と
題
し
た
地
方
紙
【
福
島
民
友
】

の
７
面
を
７
割
ほ
ど
埋
め
尽
く
し
た
記
事

が
、
東
北
ダ
ン
プ
支
部
福
島
分
会
の
森
谷

氏
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
。
▼
紙
面
冒
頭
は

「
は
る
か
縄
文
時
代
か
ら
、
只
見
川
や
そ

の
支
流
は
、
人
々
の
命
を
支
え
た
漁
労
の

現
場
だ
っ
た
。
川
魚
は
、
人
間
に
ひ
た
す

ら
捕
獲
さ
れ
る
と
い
う
一
方
的
な
関
係

で
、
冠
婚
葬
祭
の
郷
土
食
と
し
て
重
宝
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
ら
も
唯
々
諾
々

と
人
間
に
身
を
投
げ
出
す
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
思
い
が
け
な
い
反
撃
に
出
る
こ
と

も
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
姿
は
ど
こ
ま
で
も

の
ど
か
だ
」
の
記
事
。
▼
新
潟
市
で
日
本

海
に
注
ぐ
阿
賀
野
川
上
流
の
喜
多
方
市

の
合
流
点
よ
り
上
流
へ
延
長
１
４
５
㎞
の

只
見
川
が
舞
台
。
▼
ダ
ム
湖
な
ど
８
基
ほ

ど
が
あ
り
、
釣
り
マ
ニ
ア
人
気
の
「田
子
倉

湖
」
「
奥
只
見
湖(

別
名
銀
山
湖)

」
な
ど
、

只
見
川
本
流
や
支
流
に
広
が
る
昭
和
文

化
の
話
題
で
あ
る
▼
春
の
ア
カ
ハ
ラ(

ハ

ヤ)

の
飯
鮓
は
正
月
の
ご
馳
走
や
ユ
ワ
ナ

(

岩
魚)

の
産
卵
直
後
の
夜
突
漁
や
岩
魚

の
つ
か
み
捕
り
で
指
を
鋭
い
歯
で
噛
ま
れ

な
が
ら
捕
っ
た
時
の
様
子
を
、
昭
和
一
桁

世
代
か
ら
取
材
し
た
内
容
で
、
昔
、
東
北

各
地
で
実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
。
懐
か
し

く
感
じ
ら
れ
る
話
で
あ
る
。
▼
ダ
ム
建
設

前
は
、
遡
上
の
サ
ケ
、
マ
ス
の
漁
労
の
歴
史

伝
説
が
残
っ
て
い
た
。
ダ
ム
が
作
ら
れ
た

後
、
海
に
は
戻
れ
な
い
魚
が
い
る
。
▼
著

名
な
釣
師
の
著
書
に
由
る
と
、
田
子
倉

湖
・
銀
山
湖
に
陸
封
さ
れ
た
、
サ
ク
ラ
マ
ス

は
湖
沼
型
桜
鱒
と
し
て
、
ア
メ
マ
ス
は
岩

魚
と
し
て
生
き
延
び
、
さ
ら
に
進
化
を
し

た
の
で
あ
ろ
う
と
紐
解
い
て
い
る
。
▼
素

晴
ら
し
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
只
見
川
流

域
は
、
後
世
に
残
し
語
り
伝
え
た
い
大
切

な
遺
産
で
あ
る
。  

 
 
 

  

髙
橋 

渓
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いや～盛り上がった！  

３年ぶりの「新春旗びらき」 
 2 月 4 日、東北ダンプ支部主催、福島県本部共催の「建交労新春旗びらき」が、郡山ビ

ューホテルアネックスで開催されました。7 名の来賓も含めると 64 人の参加で、閉会時

間を延ばせの声も上がるほど、会場は盛り上がりました。 

 新春旗びらきは、毎年恒例の福島ダンプの一大行事でしたが、コロナ禍もあり 3 年ぶり

の開催となりました。昨年の秋口には、多くの現場の仲間から、「旗びらきをぜひ開催して

欲しい」「その時、コロナが大流行していたら中止にすれば良い」などの声が出されていた

ため、昨年から企画をあたため、幸いコロナも下火になって来たことから開催したもので

す。 

        第一部は、厳かに開会挨拶、執行委員

長挨拶、来賓挨拶と続きましたが、第二部

になると会場の雰囲気は一変しました。 

今年の目玉は、地元が誇る演歌歌手の 

「藤めぐみショー」で幕開けをし、組織拡大

祈願ダルマの目入れ、腕時計が当たる抽

選会、靴のサイズが合った人に上げるじゃ

んけん大会など、2 時間があっという間に

過ぎてしまうほどでした。 

                                        

    いくら盛り上がっていても、閉会時間に 

は勝てず「お名残りは尽きませんが、そろ 

そろ予定時間が尽きようとしています」と 

案内すると、会場のあちこちから「時間を 

延長しろ」の声が出る始末です。 

  

 

 

 

歌謡ショーは事前に、「ダンプ労働者の参加が大半なので、ダンプに

馴染む選曲でお願いします」と打ち合わせたことが当たり、割りばしに挟

んだお札が次々と藤さんのもとへ届けられました。総額・・・万円になった

と思います。 

 抽選会は当たりくじが 3 本ですが、セイコー、シチズンの腕時計が各 1

本、肩もみ器が 1 本で、当選者は大喜びでした。サイズ 23.5 ㎝のパン

プスは事業団部会の和合さんがゲットしました。 

 来賓で参加した県議団長のフェイスブックには「今どき、こういう団体

もあるのですね」とのコメントも返って来ました。こういう団体とは、落ち

込んでばかりいないで元気に群れをなしているという意味だと思いま

す。 

  

 

 

今年 1 年もみんなで頑張って、

来年はもっと規模も大きく、企画も

グレードアップさせた「新春旗びら

き」を開催したいと思います。看板

やビラの作成では、中央本部の山

内さんや相馬さんにも手伝って貰

いました。 

 

 一定の費用はかかりますが、組合の仲間が作った財源です。 

「よ～し、また１年間がんばるぞー」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月６日（月）夜、仕事を終えてから福島分会・相双班の仲

間が集まり、班会議を行いました。組合専従からこの間の経過

報告（東北ダンプ支部結成の目的など）、ダンプを取り巻く情

勢、インボイス制度の申請期限の延長と、このあと控えている

組合自主申告会についての対応、使用促進闘争の取組みな

どが提起され、話し合いました。 

コロナ禍により班会議は、３年ぶりの開催となります。今後

は、年４回は会議を開こうと話し合いました。相双班は、仲間

意識が強い班で組合行事へも積極的に参加しています。  

 

国交大臣あて署名と要求アンケート 
 全国ダンプ部会では、低単価・労働条件改善を求める国交大臣あての署名と要求アンケー

トを集める行動をとりくんでいます。それぞれの県・分会ごとに集約していますので、署名につ

いては、家族、友人知人、取引先などに協力してもらってください。 

アンケートは、自分の実状を知るとともに、それを変えようという力がわいてきます。署名

は、５月の国交省交渉の際に提出します。東北ダンプ支部には、４００人を越える仲間が所属し

ています。現在、支部全体で 1,000筆ほどが集まっています。 

一人１０筆を目標にとりくみ、全体で４，０００筆をめざしましょう。 

 

 

 岸田首相の答弁があまりにも奇怪で理解不能だ。米国製巡航ミサイル「トマホーク」

の購入予定数を問われ、他国に防衛能力を把握されかねないと説明を拒否。購入数

もわからなかったら、財源に関する議論も当然深まらない。立憲の岡田さんは「（トマ

ホークが）何発か言えなければ、（今後５年間の防衛費総額）４３兆円が正しいか、ど

う検証するのか」とあきれ                   返ったという。安保３文書関

連質問は、首相や大臣が                    「安保上、適切ではない」と

逃げ続けた。 

 敵基地攻撃を否定した                    田中角栄答弁や米軍とシー

ムレス（切れ目なく）に融                    合した「統合防空ミサイル防

衛」（ＩＡＭＤ）の危険性を                    質した共産の志位さんは「全

体として聞いていること                                        に答えず、長々と時間をつぶ

し、嘘を平気で言う。不                                        誠実な答弁の繰り返しだっ

た」と酷評した。 

 あきれ返ったのは防衛                                      問題だけではない。息子の秘

書官が公用車を利用した                                    「土産購入は公務か」の質問。

首相の答弁は「政治家と                                   しての総理のお土産を購入す

る、これも政務秘書官の本来業務に含まれる。公務だ」。費用は「ポケットマネーだ」と

こだわった。何が公で何が私なのか理解不能、公私混同だ。 

 社会調査研究センターが年頭に実施した世論調査で、首相にいつまで続けてほし

いと思うか４つの選択肢で尋ねたところ「早く辞めてほしい」との回答が３４％で最

多。「今年５月のＧ７まで」との回答が１２％、合わせて半数近い４６％が今年前半の辞

任を求める結果となった。思わず納得。 

 だが、辞めない。この国をまともにするには、引きずりおろすしかないのではない

か。 

 

 

飯田光徳 
社会福祉法人「野の花福祉会」 

岸田首相の奇怪

で不誠実な答弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡と言ったら３大麺で有名ですが、実は隠れたラーメンも人気で

す。今回、ランチで行った場所は、盛岡市のコープの中のお店「大銀杏」

（盛岡市松園 3丁目 18-２０）。 

 

平日の昼時には、店内は、席数こそ少ないですがいつも多くの客で

にぎわっています。私が、いつも注文するのは「ニボビタンⅮ」。名前の

通り「煮干し」が主役のラーメン。スープは、煮干しの旨味とザク切りの

玉ねぎが調和し、そこに岩のりがマッチしています。チャーシューはさっ

ぱりとした鳥肉をハムのようです。 

最近、煮干し系のラーメンにはまり中でして、盛岡では別に「にぼ

shin」、「に干し屋 sinchn」等、煮干系ラーメンが多く立ち並んでいま

す。 

盛岡にお越しの際はぜひ寄ってみてはどうでしょうか。  （昆） 

  

 

 

東京都上野 ぼたん苑 

大
銀
杏
（盛
岡
市
） 

 
 
 

煮
干
し
が
主
役 

 


